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神緑会学術誌 第11巻1995年

特集第3部 追 悼

深瀬君 と深瀬第三内科助教授

4回 生 藤 原 恵

3月23日 朝,千 原先生 に電話 をした ら,不 在で,医

局の人から第三内科の人が亡 くなったと聞いた.そ の

後}第 二病理の前田先生 に話すこ とがあったので,教

室 に伺 うと,秘書の方が,「先生 は今剖検 をされていて,

その後す ぐに出張 され ます.亡 くなられたのは,第 三

内科の深瀬助教授です」 とおっ しゃった.

「え,と すると,あ の一回生のボ ランテ ィアの深瀬

君のお父さんではないか」

す ぐに,第 三内科の医局に電話 をかけ,確 認 をとった.

一回生のボランティアの連絡役の田中君 と宮村君に

連絡 をと り,一 回生 については,雪 の御所の救護所 と

浜田公 園の救護所の担当か ら全員外 れて もいいか ら,

深瀬君 のバ ックアップを依頼する.

その後,医 学部の基礎棟を出た所で,偶 然に千原先

生 と出会 った.丁 度;病 理解剖が終わった所だった.

私 自身慌てていたせいか,そ の時の会話 を正確 に思い

出す ことはで きないが,死 因は心筋梗塞で,こ の間の

疲労がたまっての過労死 ということであ った,

「過労死 による労 災認 定 とい うこ とはど うなるので

しょうか.」

「そのことは,証 明するのは,な かなか難かしいなあ」

数 日前に取材 に来 た神戸新聞のマーケテ ィングセン

ターの佐藤愛 さんに連絡をと り,「神戸大学病院で,

第三内科の助教授が過労死でな くな られ ました」 と伝

える.そ の後,社 会部に電話 をす る.そ の 日の夜,社

会部 の担 当の記者 から問 い合 わせの電話があった.

少々お節介かなとは思 ったが,深 瀬君の家の電話番号

と,先 生の息子 さんが現在神戸大学の医学部の一回生

でボ ランティア活動 をして くれたことを伝える.

濯瀬君 は,お 父 さんを尊敬 していた.彼 が3月11日

ボ ランティアで来 て くれていた時 に,皆 で,な んで神

戸大学の医学部を選んだのか を話 した時に,「 僕 は神

戸大学が好 きだか ら来たんです」 と答 えたのが印象に

残ρている.僕 が 「前京大の医学部 に入 ったの は,医

者にかか りた くないか ら,医学部 に入 ったんだ」と言 っ

た ら,「 僕は医者 としての父 を尊敬 しています」 と返

答が返 って きた.そ の後,色 々話 してい く内に,彼 は

震災の直後,お 父さん と一緒に神戸大学病院にいって,

救急医療部でボ ランテ ィア活動 を して,心 臓マ ッサー

ジ もや ったと教えて くれた.ま さか,こ の時に,彼 が,

そのお父 さんの心臓マ ッサージをやること'になるなど

とは夢 にも思わなか った.

深瀬君 は雪の御所のボ ランテ ィアに2回 来て くれて

いた.2回 来て くれていたのだが,1回 目のことにつ

いては,す っか り忘れていた.

1回 目の時,ボ ランティアノー トには,「買い出しでi

自衛隊員 に敬礼 した ところ答礼 しても らい,ま いあ

がって しまった.」 と書いてあった.そ れ を読 んだ時,

「今年の一回生 には,お もろい奴がおんな一.」 と感

じたのは,覚 えていた,

2回 目に来て くれた時,岡 山でのヨ ットの合宿 から,

車をすっとば して,駆 けつ けて くれていた,僕 が朝9

時過 ぎに救護所に来ると,一 台車があ った.変 だ と思っ

たが,別 にそれほど気 にせずにいたら,昼,深 瀬君が

やって来て,子 供達の声 で目が覚めた と言った.そ れ

で,ボ ランティア活動 にやってきたのに,寝 ていた と

い うことで,そ こにいた一回生 の酒井 さん(Haruna)

と大笑い をした.

その時のノー トに彼はこう書いて くれる,

3/11(SAT)

・今 日は朝の5時30分 に着いた.と いうのも昨 日の
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昼2時 に西 宮 ヨ ッ トハ ーバ ー を 出 発.竹 野 と先 輩3人

と で 岡 山 へ.渋 滞 に ま き こ'ま れ,7時 間 後 の9;

00pmに 牛 窓 ヨ ッ トハ ー バ ー に つ く。 風 呂 に 入 っ てi

メ シ を食 べ て,12:30amに 出 て,3:50am西 宮 ヨ ッ

トハ ー バ ー へ.ヨ ッ トを積 み お ろ して さあ 解 散 とい う

と き,先 輩 を 乗 せ る西 方 面 の車 が な く,泣 く泣 く我 が

家 を 通 りす ぎ,学 部 ま で送 っ た.そ した ら,も う5:

00am.し ゃ 一 な い か らこ こ に きて 車 の 中 で 寝 て い た.
サ

そ して な ん と,起 きた ら11:30am.寝 す ご した 一.

愛 車ACCORDSiRは 今 日 も元 気 い っ ぱ い メ ー タ ー一が

あ っ と い う 間 に ふ り き れ る!

そ れ に して も ひ ま や 一!そ ろ そ ろ ウ ィ ン ドと の し

れ つ な 勧 誘 合 戦 が は じ ま る.今 年 は勝 た せ て も ら うそ.

注4/10r4/8藤 原 氏 主 催 の カ ニ,さ しみ 食

い ッ ア ー を や り ます.ふ る っ て ご参 加 くだ さ い.

・参 加 者

(1)深 瀬 は る な 山 田(8027454)石 田

今 日は春一番が吹 いて,天 気の よい気持ちいい1日

で した.

最近 めっきり患者 さんが増 えた.(話 しなが らだか

ら反対のことを書いて しまった)

今 日は ヨットの話 ばか りで,何 しにきたのか しら?

Haruna

深瀬先生が兵庫医科大学へ運びこまれる経過や,そ

れ以後の経過 について,深 瀬君か ら聞いた.深 瀬君 自

身が二度心臓マ ッサージをして,蘇 生 ざせ たと語 って

くれた.

「三度 目は,父 がICUに 入 ってい ましたか ら……」

葬儀 の時,千 原先生が弔辞 を読 む.「 災難続 きで,

ほとほと涙 もかれて しまいました」 という一節が心 に

残 る.

深瀬君 と少 し話 しを した時,結 局 こっちが言 ったの

は,「 皆が,勉 強 しなければな りませ んね」 とい うこ

とだけだった.後 で,3/24付 けの神戸新聞の 「助教

授が過労死」の記事 をコピーして渡す.後 で,こ の記

事がなんとか役に立つかも.

葬 式 の 帰 り,一 回 生 のHarunaと 永 井 さ ん と一 緒 に

JR西 宮 に 向 か っ て 歩 き な が ら,い ろ い ろ と お し ゃべ

りを し た.

結 局,結 論 は?

「一 回 生 は ね .17日 か ら新 学 期 な ん で す よ.で も,今

大 学 に行 っ た ってr住 む と こ ろ もな い し,復 興 の ジ ャ

マ だ よ ね.講 義 す る 位 な ら,ホ ウ キ とチ リ ト リ を持 っ

て,街 の 掃 除 で もや る ほ うが よ っ ぽ ど皆 の た め に な る

よ ね」

24日 の葬式 の時,僕 が一時頃つい た時,既 にHaru-

naは 来ていた.前 日の通夜の時 も来て くれていたそ

うだ,

深瀬君がめ ざとく,僕 を見つけて くれて,話 しかけ

て くれた.本 当はこっちの方か ら声 をかけるべ きなの

に。

一 回 生 の 皆 さ ん .期 待 して ます. Megumi

そうだ,一 つ忘れていました.い つか,み んなでさ

しみを食べに鳥取にい きましょう.鳥 取はいいところ

です.う ちの両親 も大歓迎です.
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